
Ａ 掲載号・ページ

饗場 郁子 １―０３８
饗場 郁子ほか ４―１９９，１０―４４８
青樹 智美ほか １―００４

Ｅ
遠藤 雅之 ３―１３０

Ｆ
藤原 彰ほか ５―２２７
藤原 瑠美ほか １―０３０
古谷 良輔 １１―４８０

Ｈ
平嶋 昇ほか ４―１８１
細井 夏実ほか ７―３５６

Ｉ
市木 拓ほか １２―５１１
犬飼 直也ほか ３―１２７
伊藤 千裕ほか ６―２７５
伊藤 郁乃ほか １０―４３８

Ｋ
神原 英子ほか ５―２３８
亀山 茂樹ほか ２―０５７
金光 一瑛 ２―０７９
加藤 規弘ほか ８／９―３７５
加藤 良一 １―０１６
川井 充 ７―３２７
川井 充ほか ７―３２５
川上 喜美代 ３―１５６，６―２９４
木場 崇剛ほか ４―１９５

北村 良雄ほか ３―１３４
小林 勝昭 １―０２１
小松 達司ほか １０―４２７
小森 哲夫 ７―３３１
小森 哲夫ほか ２―０７６
久保田 大五ほか ６―２７９
黒岩 大輔 １１―４９０

Ｍ
間瀬 広樹ほか

１―３４，８／９―３９６
増原 慶壮 １２―５２０
松田 直美ほか １２―５３８
松本 純夫ほか ８／９―３８４
柗下 紗矢佳ほか ５―２４５
宮野前 健 ７―３４０
三好 貴也ほか ８／９―４００
水城 まさみ ３―１１７
村井 敦子ほか

２―０９７，８／９―４０３
村上 優 ７―３４７

Ｎ
中川 義浩ほか １２―５３０
中村 良子ほか ５―２２１
中根 生弥ほか ２―０８４
西田 勝也ほか ６―２６７
西嶋 康浩 １１―４８４
西野 隆ほか １２―５１７

Ｏ
大石 修司 ７―３１７
大田 健ほか ７―３３５
奥田 聡 １―０２４

表 順子 ４―２０４
小山田 厚子ほか ６―２８４

Ｓ
齊藤 文 ３―１５９
阪上 学ほか ４―１８７
佐々木 妙子ほか

２―０８９，３―１４４
瀬川 徹 ３―１５１
関本 裕美ほか １２―５２５
渋藤 俊雄ほか ５―２３３
篠原 純史 １０―４３４

Ｔ
高橋 直人ほか ８／９―３８９
時吉 貴宏ほか ６―２９０

Ｕ
上野 道雄ほか １０―４３１
梅田 珠実ほか １―０１３

Ｗ
渡辺 伸一ほか ２―０６９
渡邉 聡子ほか １０―４４３

Ｙ
山本 紗規子 １２―５３４
山之内 香帆ほか １１―４９３
山谷 明正 ３―１３９，４―１９０
柳田 紀之ほか １１―４７１
吉松 哲之ほか ７―３５１
吉永 龍史ほか ２―０６２
吉住 奈緒子 １１―４８７

６９巻 医療 著者名索引 ２０１５年（１―１２）

Ｉ Ｎ Ｄ Ｅ Ｘ

筆頭著者 アルファベット順
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Ａ 掲載号・ページ

アドヒアランス ８／９―４００
アクションプラン ４―１８７
アンケート ８／９―３８９
安全性の向上 １２―５３０

Ｂ
備蓄医薬品 １１―４９０
母児同室 ５―２３８
母児異室 ５―２３８
膀胱腫瘍 ７―３５１
防災業務計画 １１―４８７
病棟検査技師 ２―０８４
病棟支援委員会 ２―０８４
病棟薬剤業務 ３―１２７，

１２―５１７，５２０，
５２５，５３０

病棟薬剤業務実施加算 ３―１３４
病薬連携 ８／９―４００

Ｃ
地方 １１―４７１
地域包括ケアシステム

１０―４３１，４３７
治験 ４―１８７
治験管理システム １０―４２７
治験ネットワーク １０―４２７
チーム医療 １―０３４，３―１３０
治療法開発 ７―３２７
直接監視下短期化学療法

７―３３５
調剤過誤 １―０２１
COX―２ ３―１５１

Ｄ
段階的 １１―４７１
脱水 ３―１５９
デキサメタゾン ４―１９５

独立行政法人 ８／９―３８４
動作 ５―２４５
デュシェンヌ型筋ジストロフィー ５―２２７

Ｅ
衛星携帯電話 １１―４９０
栄養評価 ３―１５９
栄養サポートチーム ６―２７５
エコロジカル・アプローチ

１０―４３４
嚥下調整食分類２０１３ ４―２０４
炎症性大動脈瘤 ５―２３３

Ｆ
ファーマシューティカルケア

１２―５１７，５２０
フローチャート ２―０９７

Ｇ
外泊 １１―４９３
外来常勤看護師

２―０８９，３―１４４
外来患者数 ２―０８９，３―１４４
外傷 ４―１９９
がん化学療法

１―０３４，８／９―３９６
ゲノム医療 ８／９―３７５
原発性進行性失語 ６―２６７
原資料マネジメント ４―１９０
疑義照会

８／９―４００，１２―５１７
疑義照会率 １２―５３０
誤嚥 ３―１５９
偶発的所見 ８／９―３７５
業務軽減 １２―５２５

Ｈ
肺活量 ２―０６２
肺結核 １２―５１１

肺理学療法 ６―２７９
皮膚がん ６―２９０
非公務員化 ８／９―３８４

Ｉ
医業収益の還元性 ８／９―３８４
意味性認知症 ６―２６７
インフルエンザ ６―２８４
院外処方せん ８／９―４００
医療安全

１―０１３，０１６，０２４，１２―５２５
医療安全委員会 １―０２４
医療安全教育 １―０２４
医療環境の動向 ７―３３５
医療観察法 ７―３４７
医療救護 １１―４８７
医療の質 １―０１３
医療リハビリテーション

１０―４３８
医療ソーシャルワーカー

１０―４３４
医師業務負担 ３―１３９
医師業務支援 ３―１２７
医薬品適正使用 ３―１３４

Ｊ
若年成人結核 ７―３３５
自助食器 ４―２０４
自己回復力 １―００４
事例ラウンド ６―２９４
情報共有 １０―４３１，１１―４８０
褥婦 ５―２３８
柔軟な人事管理制度

８／９―３８４
重症心身障害 ７―３４０
重症心身障害児（者）

５―２２１，６―２７９

６９巻 医療 キーワード インデックス ２０１５年（１―１２）

Ｉ Ｎ Ｄ Ｅ Ｘ

アルファベット順
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Ｋ
化学物質過敏症 ３―１１７
化学放射線療法 ６―２９０
過誤対策 １―０２１
看護力 ２―０８９，３―１４４
患者 １―０３８，５―２４５，７―３５６
患者家族 ７―３５６
患者満足度 ２―０８９，３―１４４
管理者 ３―１３０
肝細胞癌 ４―１８１，３―１５１
感染制御 ６―２８４
カルボシステイン １２―５３４
カルニチン ５―２２１
喀痰抗酸菌塗沫陰性化

１２―５１１
家族 １―０３８
家族説明 ３―１５６
経腸栄養製品 ５―２２１
経営管理 ８／９―３８９
経管栄養 ５―２２１
経カテーテル的塞栓療法
（TACE） ４―１８１
継続観察 ３―１５６
血管内大細胞型B細胞性
リンパ腫 １０―４４３

血管痛 ４―１９５
血球貪食症候群 １―０３０
血痰 ７―３５１
機械的咳介助 ６―２７９
気管支鏡検査 ７―３５１
危険予知 ６―２９４
筋ジストロフィー ７―３２７
筋強直性ジストロフィー

５―２２７
緊急度・重症度に応じた
医療提供 １１―４９０

機能障害度 ５―２２７
筋力 ２―０６９
行動異常 ２―０５７
高次脳機能障害 １０―４３８
国立病院機構 ４―１８７，７―３２５
呼吸状態 ５―２２７
高齢者結核 ７―３３５
効率化 ４―１９０
抗酸化酵素 ７―３１７
固定薬疹 １２―５３４

講座 ４―１９９
共同研究 ７―３４０
協働薬物治療管理 ３―１２７，１３９
共同薬物治療管理 １２―５２０

Ｌ
Logopenic 型進行性失語

６―２６７

Ｍ
慢性炎症 ３―１５１
満足度 ８／９―３９６
MCA無線 １１―４９０
ミリプラチン ４―１８１
ミトホルミシス ７―３１７
モニタリング ４―１９０，１０―４２７

Ｎ
内服試験 １２―５３４
難病医療 ２―０７９
難病看護教育 ２―０７６
難病の法制化 ２―０７９
難病対策 ２―０７９
難治例 ３―１１７
ネットワーク ７―３４０
NF―κB ３―１５１
日本DMAT １１―４８４
認知症治療薬 ８／９―４００
尿路上皮癌 ７―３５１
入院医療 ７―３２７
入院基本料 ６―２７５

Ｏ
オキサリプラチン ４―１９５
お薬手帳 １―０３４

Ｐ
パンフレット ７―３５６
プロバビリティーカーブ

１１―４７１
プロトコル ３―１３９

Ｑ
QEESI 問診票 ３―１１７

Ｒ
ライト・レスピロメーター

２―０６２
レジリエンス １―００４
連携 １０―４３１
理学療法 ２―０６９
リハビリテーション １２―５３８
リモート SDV ４―１９０
リンパ節転移 ６―２９０
倫理指針 １０―４２７
臨床研究 ４―１８７，１０―４２７
リスク再評価 ３―１５６，６―２９４
療養介護事業 ７―３４０
療養支援 ２―０７６

Ｓ
災害医療アドバイザー １１―４９０
災害医療コーディネーター

１１―４８４
災害時医療体制 １１―４８０
災害時連携 １１―４８０
災害拠点病院 １１―４８４
災害対策 １１―４８７
再他害行為 ７―３４７
参加 １―０３８
酸化ストレス ７―３１７
セーフティーネット ７―３４０
セーフティーネット医療

７―３２５
せん妄 ２―０６９
川柳 １０―４４８
先制医療 ８／９―３７５
先端医療 ７―３３１
社会復帰 ７―３４７
市医療調整チーム １１―４９０
神経変性疾患 １２―５３８
神経筋疾患 ２―０６２
神経難病 ２―０７６，７―３３１
神経疾患 ２―０９７，７―３５６，

８／９―４０３，１１―４９３
進行性非流暢性失語 ６―２６７
心理的バイタルサイン １―００４
姿勢 ４―２０４
施設入所 ７―３２７
視床下部過誤腫 ２―０５７
思春期早発症 ２―０５７
初動医療班 １１―４８７
障害者病棟 ６―２７５
初期対応 ３―１５６
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職業リハビリテーション
１０―４３８

職員意識 ８／９―３８９
食事形態 ５―２２７
食物アレルギー １１―４７１
食物除去 １１―４７１
食物経口負荷試験 １１―４７１
集団発生 ６―２８４
手術安全チェックリスト

１―０１６
周術期管理 １２―５１７
手術室 １―０１６
手術室常駐薬剤師 １２―５２５
就労支援 １０―４３８
シグナル伝達 ７―３１７
相対信頼性 ２―０６２
スタッフ教育 ８／９―４０３
ステントグラフト内挿術

５―２３３
ストレス １―００４

Ｔ
多発薄壁空洞陰影 ７―３５１
対策 ５―２４５

多職種連携 １―０１３，２―０８４
低栄養 ３―１５９
定位温熱凝固術 ２―０５７
転移性肺腫瘍 ７―３５１
転倒 １―０３８，２―０９７，４―１９９，

５―２４５，７―３５６，８／９―４０３，
１０―４４８，１１―４９３，１２―５３８

転倒・転落 ３―１５６，６―２９４
転倒予防対策 ２―０９７，

７―３５６，１１―４９３
塗抹連続陰性化 １２―５１１
徒手的肺過膨張手技 ６―２７９

Ｕ
運動 ７―３１７

Ｖ
VEGF ３―１５１

Ｗ
笑い発作 ２―０５７

Ｙ
薬学的ケア ３―１３４

薬薬連携 １―０３４
薬剤業務実施加算 ３―１３０
薬剤情報提供書 ８／９―３９６
薬剤師 １―２１，３―１３９
薬剤師外来 １２―５２５
薬剤師教育 １２―５２０
予防 １―０３８，４―１９９，５―２４５，

１０―４４８，１２―５３８
予防投与 ６―２８４
優良事例率 １２―５３０
有棘細胞癌 ６―２９０

Ｚ
在宅医療 ７―３２７
在宅療養 ７―３３１
在宅支援 ２―０７６
全ゲノムシークエンス

８／９―３７５
全身性エリテマトーデス

１―０３０
絶対信頼性 ２―０６２
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Ａ 掲載号・ページ

Aiba I． １―０３８
Aiba I．et al． ４―１９９，１０―４４８
Aoki T．et al． １―００４

Ｅ
Endo M． ３―１３０

Ｆ
Fujiwara A．et al． ５―２２７
Fujiwara R．et al． １―０３０
Furuya R． １１―４８０

Ｈ
Hirashima N．et al． ４―１８１
Hosoi N．et al． ７―３５６

Ｉ
Ichiki H．et al． １２―５１１
Inukai N．et al． ３―１２７
Ito C．et al． ６―２７５
Ito I et al． １０―４３８

Ｋ
Kambara E．et al． ５―２３８
Kameyama S．et al． ２―０５７
Kanemitsu K． ２―０７９
Kato N．et al． ８／９―３７５
Kato R． １―０１６
Kawai M． ７―３２７
Kawai M．et al． ７―３２５
Kawakami K． ３―１５６，６―２９４
Kiba T．et al． ４―１９５

Kitamura Y．et al． ３―１３４
Kobayashi M． １―０２１
Komatsu T．et al． １０―４２７
Komori T． ７―３３１
Komori T．et al． ２―０７６
Kubota T．et al ６―２７９
Kuroiwa D． １１―４９０

Ｍ
Mase H．et al．

１―０３４，８／９―３９６
Masuhara K．et al． １２―５２０
Matsuda N．et al． １２―５３８
Matsumoto S．et al． ８／９―３８４
Matsushita S．et al． ５―２４５
Miyanomae T． ７―３４０
Miyoshi T．et al． ８／９―４００
Mizuki M． ３―１１７
Murai A．et al．

２―０９７，８／９―４０３
Murakami M． ７―３４７

Ｎ
Nakagawa Y．et al． １２―５３０
Nakamura R．et al． ５―２２１
Nakane I．et al． ２―０８４
Nishida K．et al． ６―２６７
Nishijima Y． １１―４８４
Nishino T．et al． １２―５１７

Ｏ
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